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＜連絡事項＞

· 本日13：30～避難訓練実施。

· 本日、法人研修『身体の健康を考える』、8/27に同内容にてビデオ研修実施予定。

· 1階スタッフルームパソコン修理済み。本日午後配送予定。

＜利用者様情報＞

巴　　勇樹　様～両肘の擦過傷について、自分でかさぶたを剥がしている状態。担当医に相談したところ、デイケアで処置をして貰うよう指示あり。

清水　泰雅　様～11：20頃、遅れて来所すると本人より連絡あり。「13時すぎになります」と話しており、定時過ぎているため食事は実費になること説明すると、本人了承している。来所する時間は徐々に早まってきているが、定時までに連絡がないため、連絡は時間までに必ず行うよう説明している。

繁名　和恵　様～「具合が悪くてすみません」と昨日デイケア欠席した件について謝っている。午後には体調が良くなった為、外出して過ごしたと話されている。また、「ご飯食べれないから、お弁当を買って食べた」「食欲ないから、デイケアのご飯じゃなくてお弁当買って食べる」と矛盾したことを話している為、バランスの取れているデイケアの食事を摂るよう説明している。

山田　吉夫　様～便秘しているとのことで、本日当院外来受診すると話しデイケアは欠席している。「水分が足りてないんじゃないかと思う」と本人話されているため、熱中症防止のためにも多めに水分摂取をするよう説明している。

山田　健次　様～左股関節が痛むとの事で、表情硬くし、患部を叩いて痛みを和らげている様子みられる。「歩けない」と話し、運動プログラム参加はせず様子をみている。

稲垣　ふき　様～エアロビクス参加拒否しており、理由として「（講師に）いじめられる」と話されている。客観的に見ると講師は稲垣様を誉めていること、少しでも参加してはどうかと促すと、参加し、最後まで身体を動かすこと出来ている。

倉石　ヨシエ様～昨日、青風荘プログラム後に疲労感訴えており、デイナイトケアスタッフがマッサージを行うと、その後のプログラムに参加すること出来ている。本日も散歩をしてきたと疲労感を訴えているが、スタッフが促すことでプログラムに参加出来ている。

＜外来情報＞

高橋　幸雄　様～主食はデイケアのご飯の量を参考にしているとの事。

川口　尚良　様～昨年の1月から五十肩の薬を2種類飲んでいる事を報告されている。ゼロアルコールのビールに興味があると話されている。

平　　京子　様～11/30青山荘退所予定となっているが、アパートは青山荘スタッフと一緒に探すようアドバイスされている。

淡路　智恵子様～熱はないが風邪が治らないとの事で、ダーゼン、レスプレン5日分処方となっている。

村上　元道　様～痰が良くならないとの事で、ムコキール、ダーゼン、レスプレン5日分処方となっている。

秋山　和子　様～耳鳴りはないとの事。

溝越　キク　様～食事に気を付けているとの事。

澤口　直美　様～吐き気、ボーとするとの事で受診されている。手の痺れがあり減薬となっているが、元の処方に戻している。

番沢　政勝　様～特に変わりなし。

東海林　康之様～特に変わりなし。

大下　良悦　様～特に変わりなし。

本多　富美　様～月曜日に風邪の為デイケアを欠席したとの事。巴様のタバコの件はスタッフの声掛けにより良くなったと話されている。幸房利用について考えているとの事。

板橋　利美　様～採血実施。尿は異常なし。散歩に出掛けているが、出るまでが億劫だと話されている。

大久保　康弘様～幻聴はなくなったとの事。月曜日の朝グループホームで幻視があったとの事。夕食は豆腐を1丁食べているとの事。

豊川　昭男　様～爪の伸びは普通になったとの事。抜け毛は130本。便通も良くなったとの事。

繁名　和恵　様～パンションで70代女性からいじめられていることを話されている。幻聴はないとの事。ハロマンス筋注施行。

清水頭　翼　様～寝違えた為か、右の肩が痛いと話されている。湿布の処方はなし。

山田　吉夫　様～1週間排便がないとの事で、センナリド1錠から3錠と増薬となっている。

高柳　和子　様～寝苦しかったが、火曜日から良くなったとの事。

＜避難訓練　実施後振り返り＞

· 非難誘導まではスムーズで、最初の人数確認までは3分30秒。人数確認で1名不足にて確認できず、結果、終了までに8分経過している状態。

· 2階に居たスタッフが消火器を持って1階に降りているが、その途中で出火場所（喫煙室）が確認された為、そのスタッフは火災報知盤の確認を行っていなかった。

⇒報知盤を確認したスタッフが大声で出火場所（確認できるのは階数のみ）を伝える。

· 少し離れた位置にある消火器を持って1階に走ったスタッフは、初期消火に間に合わなかった。

· 初期消火失敗から館内放送までの時間が長かった（1分半）が、口頭でスタッフが知らせに走った為、非難誘導を迅速に行うことが出来た。

· 2階で避難誘導についたスタッフが残留者確認のみ実施し、3階を確認したスタッフが2階まで回って区画形成を行った。

⇒残留者確認と同時進行で区画形成を行う。

· 人数確認にて、利用者様がバラバラに並んでいた為、正確に人数確認を行うことが出来なかった。

⇒利用者様にしゃがんでもらい、デイケア・デイナイトケア合わせた人数を確認するとスムーズに出来る。

















































